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概　要 ファントムの概要

概　要

落下等の強い衝撃や溶剤等の付着にご注意く
ださい。破損や劣化の原因となります。

●取り扱いにご注意ください。

●サインペンなどで書き込まないでくだ
さい。

サインペンなどでファントムに書き込むと、イン
クが消えなくなります。

●水又は中性洗剤で拭き取ってください。

高温多湿な環境や直射日光の当たる場所での
保管は避けてください。変形や故障の原因と
なります。使用後は風通しの良い冷暗所で保
管してください。

ファントムの汚れは水又は中性洗剤で拭きとって
ください。シンナーなどの有機溶剤は、絶対に使
用しないでください。

●高温多湿を避けて保管してください。

この骨塩定量ファントムUHA型 は、MD法における骨塩定量時に基準として

対比できるよう設計したファントムです。MD法は代謝性骨系統疾患の評価

法として広く利用されています。

アルミステップと異なり、ハイドロキシアパタイト相当量にて骨塩量の定

量化が可能です。
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ご使用前に セット内容

セット内容

ご使用の前に、構成品が全て揃っているかご確認ください。

■ファントム本体

　・３０×２１０×１５（H）ｍｍ

　　（約３０×１０×１５(Ｈ）のテストピースが２１個）

■付属品
　・透明アクリル保護ケース
　・格納用化粧ケース

材　質

■基本剤：ポリウレタン樹脂（比重1.06）

■添加剤：高純度ハイドロキシアパタイト（比重2.7）

（ハイドロキシアパタイト相当量０mg/cm3から４００mg/cm3まで、

　２０mg/cm3ステップで混入してあります）

■ハイドロキシアパタイト相当量（理論計算値）
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ご使用方法 ご使用方法

ご使用方法

１.　アクリルケースからファントム（テストピース）を取り出してください。

　　 但し、取り出しにくい場合は、ケースに入れたまま計測してください。

　　 なお、同一条件にするために、それ以後の計測は必ずケースに入れた

　　 まま行ってください。

２.　ファントムと右手掌を同時にX線撮影してください。（図1）

３.　得られたX線画像の右手第２中手骨中間点の部位について濃度計で骨濃

　　 度を計測してください。

４.　ファントムについても各テストピースの濃度を濃度計で測り、右手第２

　　 中手骨の値と対比評価を行ってください。

５.　日差、月差、年差それぞれの骨濃度変化、あるいは薬物投与後の骨濃度

　　 変化等も、3～4の手順で比較評価を行ってください。

X・Yの中間点で計測
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